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子の口蓋腺の夫々に発生した良性混合腫蕩の3例を経

験したので其の臨床及び組織学的所見を報告した．

2) 発生場所に相当して，耳下部，顎下部，口腔内

に夫々6年からio年に亘って存在し，徐々に増大して
来た無痛性腫噂，を主徴候とした．

3) 病理紡織学的に検索した結果何れも良性唾液腺

混合腫疹；であってp 第 1例は上皮腫部を主とせるも

の，第2例は上皮瞳部，粘液腫部及び類軟骨部を含む

もの，第3例は粘液種部を主とせるものであった．

捌筆するにあたり， 3症例の組織所見について御教

示を賜わった京都大学病理学教室p 翠川助教授に深甚
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A CASE OF CUTIS ADENOMA 
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Lately we・ examined a patient who developed an mtumescence of indolence on 
the left che~k which is clinically reminiscent of lymphangioma, by obtaining a test 
split-t)lickness specimen for histological checkup. The result was that it turned 

out to be an adenoma sebaceum. 
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1. まえがき

われわれは最近顔面左頬訴に無痛性瞳張をきたし，

臨床的に Lymphangiom.を思わしめた患者について

試験的切片の組織学的検索の結果，皮脂腺々腫 Ad・

enoma. sebaceumであった 1例を経験したので若干

の考察を加えて報告する．

2.症

患者： 27才の男

主訴：左頬部の無痛性撞張

家族歴：特記すべきものはない

f§tl 

既往症：昭和28年11月，ネフローゼに穣患し現在尚

治療中であり p さらに昭和29年4月尿給右の排出をみ

Tここ iこがある．

王昇病歴：；幼時自転車乗用中転倒して， 左頬部を打限

負傷したが，間もなく－JI治癒した．その後何等障害

なく経過したものの，昭和25年左頬部に胡桃大の腫癒

を生じたのに気付いた．腫癒は全〈無痛性にね過した

がp 左頬部は漸次禰漫性に腫張b，昭和29年 1月 （約

1年半前）には左眼下部の腫癌が増大したので本院で

診察を受けた．併し無痛性のためにその後は放置して

いた．その間蓮癌は一時的に縮少したこともあった

が，昭和29年9月頃から左頬部の禰漫性腫張は，左口

角の高さまで及ぶようになった．

王買症

全身所見 ：体格p 栄養中等度p 顔色及び可視粘膜蒼

白，E照捧，－呼吸及び胸部臓器に箸変ばない．血庄最高

148，最低68.

局所々見： Fig.J. JI.のよ うに左下限験部， ti:頬部

左下顎部に及ぶ鷲卵大以上の禰漫性の腫張があり，皮

膚には異常着色を認めないが鼻を中心に蒼白褐色の斑

を数箇認める．毛細血管の拡張なし全体とし？て弾力

性軟p 腫暖都中央やや上方寄りに，皮下に約栂指頭大

弾力性硬と思われる腫癌を触知．腫癌の周囲は，腫張

皮膚肥厚のため境界は不鮮明であるが，圧痛及び基底

との癒着は認めない．腫張部の局所休温上昇はない．

血液所晃： ；赤血球205万，白血球5800，血色素含量

38°,,, （ザーリー氏法），白血球百分率，（中性晴好自

前l涼」s0；，内棒状核細胞］50わ 分業核細胞33%，酸性

l瞥好白血縁22%，塩基性晴好白血球2%，リ ンパ球25

9；，大単核球59五，赤血球沈降速度（ウェスターグレ

ーIン法） 1時間152, 2時間158, ワッセルマンー反応，

ザックス反応共に陰性，全血比重1046，血清比重1020

尿所見 ：アルカリ性y 尿量平均 1200；比重1.025,

蛋白 3~二 （エヌバッハ氏法）沈査に赤血球，白血球，

腎上皮細胞， 円桂を多数認める．

肝機能検査 ：コバルト，カドミュゥム共に強度左側

反応を示した．

腎機能検査 ：effectiverenal plasma flowは30.3cc

/mで正常の約5.2°0,effective blood flowは40.6cc/

mで正常の約4.1% , glomerular filtration rateは9.0

cc/mで正常の約7.3%で腎機能の高度低下を認め，血

清ナトリウム348mg%，カリウム20.3mg%血中尿素合

量60.0mgで， 既に尿毒症を考えるべ

き数値を示した．

以上のような状態であるので直ち

に手術的侵襲を加えることは危険と

考え，まず試験的切片を採取するに

とどめた

その組織学的所見は，類円形の脂

腺細胞様胞巣が存在し，各々のもの

は円形細胞浸潤高度の結締織により

分たれている．この変化は限局性で

周囲に浸i周性培殖傾向は認められな

かった. <Fig. ID. N.) 

3.考察

Fig. I Fig. II 

脂腺の肥大乃至増生，脂腺の母斑

或いは腫疹はそう税な疾患ではなく

これに関する文献も亦かなり多く，
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その成因及び種別については著しい意見の相違があっ

て，明瞭な概念をととのえることは困難である． 皮脂

腺 腫々という概念も，多くの専問家の討論の対象とな

ったがp 太田氏は 『プ リングル氏やパ·~ゼ氏が典型的

であるとしているものは，皮脂腺々腫とは見倣しえぬ

としその他に皮脂腺々謹という名をもって呼ぴ得る腫

疹があると考えられる』というようなことを述べP さ

らに「所謂限局性皮腺々腫 （モンチJUにしても， こ

れを皮脂腺々腫でないという人があって，その分類上

の所属の判定は難しいが，併しその症例か乃至それに

類するもののうちには真の皮脂腺々種が存在すると考

えられるJと述べている．

症状は Kothe氏に従うと，これは全く良性の腫療

で極めて緩慢に潟大し， 且つ何等自覚的症状を伴わな

い． 常に限局性で皮膚には著明な変化を来たさず，滋

疹も作らず， また－＿§＿切除すれば再発せぬものであ

る．碗豆大乃至鶏卵大の孤立性瞳疹としてく る他に，

比較的小さな発疹が広面に族生することがある． 此の

i場合左右対称的な排列を示さない．身体の色々の部に

来得るがその好発部位は顔面であると述べている．

Pautrier氏は1932年とその翌年に ゆl才の男，他

の例は43才の女，いずれも頭頂部右側で巳安を欠く）

2例を報告し，その男子にきた1例では，上皮極性の

ところは少しもなしそれに反して異常に高度の脂腺

の増殖が見られ， 表皮の直下に迄及んでおり，組織学

的に脂腺の構造をなす組織の腺盈様にi曽殖 したもの

で， 所調モンチ氏の限局性脂腺々腫の或るものと同型

／ 

であった．婦人に来た例ではp 典型的な皮脂腺 還々の

他に，；w底細胞上皮騒及び脂線上皮の像がみられたと
報告している．山崎氏は，定形的乳櫛形成性汗腺獲胞性

腺唾様母斑の同一組織中に並存して，多中心性基底細

胞腫初期像，Brooke氏上皮腫p皮脂腺白斑PWolters 

氏頭部脂j践上皮腫性fl：斑， 皮脂腺々腫乃至皮脂腺上皮

腫の各種所見を呈した 1例を報告しp従来皮脂腺々腫，

皮脂腺上皮鹿p さらに皮脂腺癌と称すべきものの限界

に関しては甚だ明確を欠き，各移行型が存するものの

ようで，皮脂腺ほ斑になるべき分化の途上lご1’子した何

等かの障害がかかる各種の組織学的所見にまで導いた

ものであろうと述べている．

以上諸家の述べているように，われわれが経験した

l例も｜：『4これを切除検索することによって，脂腺上皮

腫の像が認められる可能性を残しているものと考えら

れるが，一応試験的切片の組織学的所見では，皮腺々

腫と考えられるものであった．

本論文の要旨は昭和30年10月京都外科集談会で発表

した．
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